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可
蹄
疫
特
措
法
で
対
応

農
相
感
染
拡
大
†
申
し
訳
な
い
」

鳩
山
由
紀
夫
首
相
は
2
5
巴

の
衆
院
本
会
超
で
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
（
家
伝
法
）
を

苛
っ
ロ
蹄
（
こ
う
て
い
）
疫

対
策
の
特
別
措
置
法
（
特
措

法
）
に
つ
い
て
、
「
国
会
で
立

法
化
に
向
け
た
議
論
が
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。
彼
脛
と

し
て
も
必
要
性
を
積
標
的
に

・
検
討
し
た
い
」
と
の
肇
穴
を

示
し
な
。
そ
の
上
で
「
与
野

党
の
別
な
く
対
処
し
た
い
」

と
も
述
べ
、
対
策
徹
底
や
法

友
よ
負
け
る
な

励
ま
し
の
横
断
幕

「
〝
畜
産
は
川
南
の
宝
物
″

友
よ
負
け
る
な
〃
＋
が
ん
ば

ろ
う
川
南
〃
」

宮
崎
県
川
南
町
役
場
に
、

国
光
原
中
学
校
と
居
瀬
原
中

学
校
の
1
9
9
0
年
度
卒
業

生
有
志
が
、
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ト
ジ
を
曹
い
た
横
断
幕
を

掲
げ
て
い
る
。

国
光
原
中
卒
業
生
の
鍋
倉

跨
さ
ん
（
3
5
）
は
、
「
畜
産
を

営
む
同
級
生
が
□
蹄
疫
に
苦

し
ん
で
い
る
。
仲
闇
に
睾
く

笑
顔
が
戻
る
よ
う
に
祈
り
を

込
め
て
作
っ
た
」
と
話
す
。

（
宮
崎
・
層
鈴
）

制
化
に
向
け
各
党
に
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

（
2
、
1
3
面
に
関
連
記
事
）

自
民
党
の
古
川
碍
久
丘
や

公
明
党
の
石
田
祝
稔
氏
が

「
被
害
農
家
な
ど
に
安
心
感

を
与
え
る
た
め
に
も
、
全
顔

補
償
す
る
立
法
措
置
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
た
だ
し
な

の
に
等
【
八
た
。

】
方
、
赤
松
広
隆
農
相
は

同
日
の
衆
院
農
林
水
産
委
員

会
で
、
ロ
蹄
笹
の
感
染
拡
大

に
つ
い
て
、
「
結
果
と
し
て
、

こ
れ
だ
け
広
範
囲
に
ロ
臍
碇

が
広
が
っ
琴
」
と
に
つ
い
て

は
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
」
と
陳
謝
し

た
。
自
民
党
の
谷
公
一
氏
の

竃
に
響
ス
た
。

ロ
野
庭
対
策
の
特
措
法
に

つ
い
て
は
、
民
主
軍
が
法
案

作
成
を
進
め
、
敏
府
と
調
整

し
て
い
た
。
日
産
、
公
明
両

覚
も
2
5
日
に
そ
れ
ぞ
れ
特
措

彗
莞
壷
会
に
提
出
し
た
。

民
主
、
自
民
、
公
開
の
3
男

は
法
案
内
牢
を
調
麗
し
、
早

摘
醐
雛
鮎
銅
掴
摘
班

向
で
調
整
に
入
っ
た
。


